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免責事項 2

本資料は、株式会社極楽湯ホールディングスの事業および業界動向に加えて、

株式会社極楽湯ホールディングスによる現在の予定、推定、見込みまたは予想に基づいた

将来の展望についても言及しています。

これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確実性がつきまとっています。

既に知られた、若しくは知られていないリスク、不確実性、その他の要因が、

将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。

株式会社極楽湯ホールディングスは、将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束する

ことはできず、結果は将来の展望と著しく異なることもありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、2024年11月14日現在において、

利用可能な情報に基づいて、株式会社極楽湯ホールディングスによりなされたものであり、

将来の出来事や状況を反映して、将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、

変更するものではございません。

問い合わせ先: ir@gokurakuyu.ne.jp 



１．決算概要



決算ハイライト 4

1、アニメコンテンツやVtuber等とのコラボイベント、鹿児島
県南種子町等の地域との連携イベントが好調に推移、飲食
メニューの考案・販促、入館料金の改定、シーズン料金の
期間拡大等により、大幅な増益。(詳細：P12~P22)

2、旅館再生ファンド「RQ旅館再生ファンド投資事業有限責任
組合」へ出資
(出資予定総額：5,000万円、詳細：P23)

3、金融機関からの借入金に対し繰上返済を実施(詳細：P24)

4、新店準備(詳細：P25~P27)

(RAKU SPA BAY 横浜、RAKU SPA Station 府中、(仮称)RAKU SPA 武蔵小金井)



決算ハイライト 5

①売上高は、前期比0.3％増の6,986百万円(18百万円増加)(理由：P6参照)

②営業利益は、前期比187.0％増の693百万円(452百万円増加)

③経常利益は、前期比410.6％増の742百万円(597百万円増加)

④親会社株主に帰属する中間純利益は、前期に比べ623百万円増加し626百万円

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

25年3月期
2Q 実績

6,986 693 742 626

24年3月期
2Q 実績

6,967 241 145 3

前期
同期比

増減率 +0.3％ +187.0％ +410.6％ －

増減額 +18 +452 +597 +623



1Q 4-6月 2Q 7-9月 累計

25年3月期
2Q 実績

売上高 3,280 3,706 6,986

営業利益 167 526 693

24年3月期
2Q 実績

売上高 3,405 3,562 6,967

営業利益又は営業
損失（△）

▲5 247 241

セグメント 6

（単位：百万円）

①アニメコンテンツやVtuber等とのコラボイベントが好調
②熱波師の誘致、新たなサウナドリンクの開発・販売による

サウナイベントの強化
③2023.12月以降中国グループの売上高の計上がなかったことで

グループ全体の売上高は減少

①アニメコンテンツやVtuberに加えて、
鹿児島県南種子町等の地域とのコラボイベントが好調

②飲食メニューの考案・販売促進、入館料金の改定・繁
忙期シーズン料金の期間拡大

③中国が連結範囲内だった前年同期以上の売上を獲得

当社グループの報告セグメントは「日本」、「中国」の２区分としておりましたが、香港子会
社株式の一部譲渡等により2023年12月末をもって中国グループを連結の範囲から除外したた
め、2025年3月期から「日本」のみの単一セグメントといたしました。



営業外損益・特別損益 7

主なもの 金額 説明

１． 協賛金収入 43 国内直営店舗の自動販売機設置に伴う協賛金

２． 持分法による投資利益 28 持分法適用会社が獲得した利益のうち当社持分

３． 受取家賃 12 駐車場賃料や駐車場代(時間貸・定期貸)

４． 支払利息 42 銀行などへの借入利息

主なもの 金額 説明

１． 新株予約権戻入益 30 行使期間終了による利益

特別損益

営業外損益

（単位：百万円）

（単位：百万円）



連結財政状態 8

総資産 純資産 自己資本比率
1株あたり
純資産

25年3月期
2Q実績

11,175 3,567 29.6％ 106.32円

24年3月期
実績

11,345 2,997 24.1％ 87.79円

前期比
増減率 ▲1.5％ +19.0％ +5.5％ +21.1%

増減額 ▲170 +570 － +18.53円

（単位：百万円）

①総資産は、前期比▲1.5％減の11,175百万円（▲170百万円減少）
➡借入金の返済及び更新投資により現金及び預金が273百万円減少

業績好調により売掛金と未収入金が合計で93百万円増加

②純資産は、前期比19.0％増の3,567百万円(570百万円増加）
➡親会社株主に帰属する中間純利益の計上により利益剰余金が626百万円増加

投資有価証券の株価の変動によりその他有価証券評価差額金が57百万円減少

③自己資本比率は、前期比5.5％増の29.6％

④１株当たり純資産は、前期末に比べ18.53円増加し106.32円



キャッシュ・フロー計算書

24年3月期
２Q実績

25年3月期
２Q実績

増減

営業活動CF 346 903 +557

投資活動CF ▲724 ▲438 +286

財務活動CF 633 ▲739 ▲1,372

現金及び現金同等物に係る
換算差額

40 － ▲40

現金及び現金同等物の増減額
(▲は減少）

295 ▲273 ▲569

現金及び現金同等物の期首残高 5,429 2,865 ▲2,564

現金及び現金同等物の期末残高 5,725 2,591 ▲3,133

（単位：百万円）

9

①有形固定資産の取得
による支出341百万円
②無形固定資産の取得
によるその他支出64百
万円

①長期借入金の返済に
よる支出747百万円
②前期は第三者割当増
資を実施

①税金等調整前中間純
利益772百万円
②減価償却費293百万円
③業績好調による売上
債権の増加37百万円
④前連結会計年度末に
実施した修繕工事等の
支払による未払金の減
少43百万円



今後の見通し 10

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主帰属
当期純利益

25年3月期・予想 未定 未定 未定 未定

（ご参考）
24年3月期・実績

14,082 748 720 697

日本国内は増収増益で好調に推移しているものの、
世界的なエネルギーコストや原材料費の上昇等の不確定な要素を現時点において
合理的に算定することが困難なため未定とします。

2025年3月期の配当につきましても、無配の予定です。

（単位：百万円）



２．今期の取り組み



コラボイベント 12

＜2024年度実施分＞



コラボイベント 13

＜2024年度実施分＞



南種子町（鹿児島県種子島）とのコラボ 14

４月16日～ 南種子町産品の様々な飲食コラボメニュー・物販を展開



15飲食メニューの考案・販促

■コラボメニュー



16飲食メニューの考案・販促

■コラボメニュー



17飲食メニューの考案・販促

■コラボメニュー



18飲食メニューの考案・販促

■コラボメニュー



19飲食メニューの考案・販促

■季節応援フェア



20飲食メニューの考案・販促

■季節応援フェア



21飲食メニューの考案・販促

■販売促進イベント



22入館料金改定・シーズン料金拡大

■2024年度(一部)



23旅館再生ファンドへの出資

当社グループが強みとする温浴業と宿泊業の融和性・親和性は極めて高いものであると考
え本ファンドへ出資いたしました。出資を通じて当社グループのノウハウを提供することで
地域社会へ貢献いたします。

【出資予定総額】 5,000万円
※順次、キャピタル・コールに応じて資金拠出

※プレスリリース「旅館再生ファンド「ＲＱ旅館再生ファンド投資事業有限責任組合」への出資に関するお知らせ」(2024年7月31日)より
一部抜粋



24借入金繰上返済の実施

業績が順調に推移していることや手元資金残高の水準を鑑みて、財務体質の強化及び有利子
負債の削減による利息負担の軽減のため、借入金の一部を繰上返済することといたしました。

【繰上返済額】471百万円
【繰上返済日】2024年9月30日

※プレスリリース「借入金の一部繰上返済に関するお知らせ」(2024年9月10日)より一部抜粋



新店準備① 25

■RAKU SPA BAY 横浜
【所在地】 神奈川県横浜市神奈川区山内町15-２
【店舗面積】約735坪
【開店時期】2024年12月（予定） ※2024年11月プレオープン

＜イメージ図＞



新店準備② 26

■RAKU SPA Station 府中
【所在地】 東京都府中市宮西町１-５-１
【店舗面積】約1,180坪
【開店時期】2024年12月（予定）

＜イメージ図＞



新店準備③ 27

■(仮称)RAKU SPA 武蔵小金井
【所在地】 東京都小金井市本町二丁目1886番３他
【店舗面積】約700坪
【開店時期】2025年12月頃（予定）

＜内観イメージ＞



店舗数推移 28

直営 27
国内 27 海外 0

FC 10
国内 10 海外 0

グループ 15
国内 1 海外 14

計 52
国内 38 海外 14

（2024年11月14日現在）

注：温浴施設以外の店舗を含まない

29 28 28 27 27

13 12 12
10 10

2
2 2

1 1

3
3 3

6 7 10

14 14

53 52
55

52 52

2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 (現在）

国内直営 国内FC

国内ｸﾞﾙｰﾌﾟ 海外（中国）直営

海外（中国）ｸﾞﾙｰﾌﾟ



温浴業界のランキング 29

極楽湯グループ

売上No.１
※「日経MJ」調べ

（「日経MJ」2024年10月30日より転載）



3 ．(参考)会社概要･国内の温浴業界



企業スローガン：「ゆ」から世界を新しく。 31

ロゴマーク

極楽湯グループは「ゆ」から始まる
快適癒し空間を創って来ました。

今後も、新たな空間創りのため、
「ゆ」のように温かくも、
型にはまらず成長し続ける

私達でありたいと思っています。

人への温かさ、優しさ。
即ち「癒し」を通じて社会貢献を果たします。

日本から世界へ。
人や自然との調和を大切に。

その先の成長へと向かい、発信し続けていきます。

（株）極楽湯ホールディングス
2017年１月１日 誕生

― ロゴマークに込めた思い ―



極楽湯グループ とは 32

｢極楽湯｣｢RAKU SPA｣ブランドで 国内38店舗(直営27･FC10･ｸﾞﾙｰﾌﾟ1)の温浴施設運営

国内NO.１温浴チェーン（店舗数日本一）

「日常生活の延長線上に癒しを提供する」
をコンセプトに展開する日帰り温浴施設
直営のほか、フランチャイズ形式で出店

特に若い世代を中心にお風呂と合わせて広々とした
館内で多くの遊べるコンテンツを盛り込み、癒しと
遊び心が詰まった、楽しめる温浴施設
“RAKU SPA Cafe “ や “RAKU SPA GARDEN “、
”RAKU SPA 1010(セントウ) “といった特色ある
シリーズで出店



直営出店＋既存店の補修・改装（進化）

当社の基本戦略

＋ 新業態開発による既存事業への波及効果

33

外食事業（第２弾：RAKU CAFE（新しいコンセプトのお店））

温浴事業の再強化・拡大
（温浴施設を起点に娯楽ニーズを取り込む）

「RAKU SPA」： 滞在型娯楽施設として進化・発展
「極楽湯」： 補修・改装による安心安全・顧客満足度の向上



34

一般公衆浴場業 その他公衆浴場業

温浴業界銭湯

料金は都道府県が規定
（物価統制令で入浴料金を統制）
大人：350円～530円

日帰り温浴施設、
スーパー銭湯、健康ランド
サウナ、スパ、クアハウス
など銭湯以外すべて

地域住民の日常生活の
健康衛生上必要なもの

料金は施設が自由に設定
（物価統制令の適用外）
大人：400円～900円が中心

公衆浴場法

【国内】温浴業界について①

入館料金＋α の アイデアで収益機会の可能性大



35

若い世代など多様なニーズを取り込む動き

生活関連サービス業、娯楽業（日本標準作業分類）

洗濯・理容・美容・温浴業

洗濯業 理容業 美容業

その他
（マッサージ・エステ・ネイルなど）

温浴業界

一般公衆浴場業

その他公衆浴場業

その他の生活関連サービス業

冠婚葬祭 家事サービス

娯楽業

映画館業

競争場・競技場業
Ex）競輪場・競馬場

スポーツ施設運営業
Ex）フィットネス・ボーリング場

公園、遊園地業
Ex）テーマパーク、遊園地

遊技場業
Ex）ゲームセンター、パチンコ

【国内】温浴業界について②

多様なニーズ
を取り込む



【国内】温浴業界について③ 36

高齢化社会の到来

健康志向の高まり

余暇の過ごし方が多様化

業態のボーダレス化

緩やかな所得改善

公衆浴場営業許可施設：23,673施設(2023年度末）

うち、一般公衆浴場：2,847施設
1970年占有率：87％ ⇒ 2023年占有率： 12.0％

（出所：厚生労働省「衛生行政報告例」）

テーブル席の増加
炭酸泉、岩盤浴の導入
明るい照明、床材へ
キッズコーナーの充実
大型温浴施設の出店
飲食充実、専門店の出店

背景 当社の展開

大型レジャー浴場や食事、休憩、娯楽施設も併せ持つスーパー銭湯の増加
ターゲットを明確にして特色ある施設へと差別化、工夫を一層進める



既存店の収益向上への考え方 37

温浴施設（入館料金）

①固定費の引き下げ

②集客増による増収効果

収益向上への考え方

附帯施設の利用

収益向上への考え方

①生産性の見直し

②稼働率の向上

＋
集客・収入・利益の創出 利益の補完

・固定費を下げることが利益増に
つながる

・装置産業

・損益分岐点からのかい離率が大
きいと利益が累積的に増加する

・固定費負担重く、償却費も多い

・原油等の市況価額の変動の影響で
コストの変動リスクがある

・アイディア・サービス

・初期投資費用が少なく
採算性の見極めがしやすい

・変動費比率が高いので、
増収→増益に直結しやすい

・継続的な採算性チェックが必要

事業の特性事業の特性


